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んど変えずに、電荷分離に向かう電子移動を 2--3 倍加速することを明らかにしている。これらのことから、 Cr.o
アクセプターとアセチレンの連結部とを組み合わせた光合成モデルは、長寿命の電荷分離状態の効率的な生成に有
用であることが結論されている。
以上のように、本論文は光エネルギ一変換を行う光合成モデルの構築に対して、有用な分子設計の指針を与えてお
り、その成果は人工光合成の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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